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   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、八幡浜市介護予防・日常生活支援総合事業実施要綱（平成

２７年要綱第２４号）第５条第２号の規定により行う第一号事業（同条第１号

ア及びイに係る部分に限る。）の委託に関し、同要綱及び八幡浜市訪問介護相

当サービス及び通所介護相当サービス等の人員、設備及び運営等に関する基準

を定める要綱（平成２７年要綱第２５号。以下「基準要綱」という。）に定め

るもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （委託する事業等） 

第２条 委託を行う事業の種類は、次の各号に掲げるものとする。 

 ⑴ 訪問型サービスＡ（訪問型サービスのうち、緩和した基準によるものをい

い、要支援者、介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）第１４

０条の６２の４第２号に該当する者（以下「事業対象者」という。）及び継

続利用要介護者（要介護認定を受けた日以前に基準緩和サービス（訪問型サ

ービスＡ・通所型サービスＡ）のサービスを受けていた要支援者及び事業対

象者のうち、要介護認定を受けた日以後も継続的にこれらの事業のサービス

を受けるもの（市が必要と認める者に限る。）。以下この条において同じ。）
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に対して、要支援状態等の軽減若しくは悪化の防止及び地域における自立し

た日常生活を営むことができるよう支援すること等を目的として、家事援助

等の自立支援のための生活支援サービスを提供する事業をいう。以下同じ。） 

 ⑵ 通所型サービスＡ（通所型サービスのうち、緩和した基準によるものをい

い、要支援者、事業対象者及び継続利用要介護者に対して、心身の機能回復

を図り、地域における自立した日常生活を営むことができるよう支援するこ

と等を目的として、ミニデイサービス、運動・レクリエーション又は行事等

を通じて必要な日常生活上の支援及び生活機能訓練を行う事業をいう。以下

同じ。） 

２ 事業の実施にあたっては、地域包括支援センター及び居宅介護支援事業者が、

当該要支援者、事業対象者及び継続利用要介護者の意思を最大限に尊重するも

のとし、心身の状況及びその置かれている環境等をも勘案し、適切なケアマネ

ジメントに基づき決定するものとする。 

 （委託の相手） 

第３条 市長は、事業の実施にあたり、事業を円滑かつ適正に運営できると判断

した市内に事業所を有する社会福祉法人、公益社団法人、民間事業者等（以下

「受託事業者」という。）に委託できるものとする。 

   第２章 訪問型サービスＡの事業に係る委託 

 （事業の内容） 

第４条 訪問型サービスＡの事業の内容は、次に掲げるもののうち適切なケアマ

ネジメントに基づき必要と認められたものとする。 

⑴ サービス提供の準備及び実施記録に関すること 

  ア 健康のチェック 

  イ 環境の整備（換気、室温、日当たりの調整等） 

  ウ 相談の援助、情報の収集及び提供 

  エ サービス提供後の記録等 

⑵ 生活援助に関すること 

  ア 対象者の生活範囲内（居室内、トイレ、卓上等）の清掃及び整理整頓 

  イ ごみ出し 

  ウ 洗濯（洗濯、物干し、取り入れ、収納等） 

  エ ベッドメイク  



  オ 日常的な衣類の整理 

  カ 一般的な調理及び配膳 

  キ 日常品の買物 

  ク 薬の受取り 

  ケ その他市長が認めるもの 

 （利用回数等） 

第５条 訪問型サービスＡの事業の利用回数は、週１回、週２回又は週２回を超

える程度とする。 

２ 前項に規定する１回の利用に係る時間は、概ね６０分程度とする。 

 （利用者負担額） 

第６条 訪問型サービスＡの事業の利用に係る利用者負担額は、基準要綱第１５

条の５第２項に定める額（この条において「事業費」という。）の１００分の

１０に相当する額とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、一定以上の所得を有する要支援者又は事業対象者

が訪問型サービスＡの事業を利用したときの利用者負担額は、介護保険法（平

成９年法律第１２３号。以下「法」という。）第５９条の２及び介護保険法施

行令（平成１０年政令第４１２号）第２９条の２の規定により、次の各号に掲

げる区分に応じ、当該各号に掲げる額とする。 

⑴ 法第５９条の２第１項の規定が適用される場合 事業費の額の１００分

の２０に相当とする額 

⑵ 法第５９条の２第２項の規定が適用される場合 事業費の額の１００分

の３０に相当する額 

３ 市が、災害その他の厚生労働省令で定める特別の事情があることにより、訪

問型サービスＡのサービスに必要な費用を負担することが困難であると認め

た要支援者又は事業対象者が訪問型サービスＡの事業を利用したときにおい

ては、第１項中「１００分の１０」とあるのは「１００分の１０を上限として

市が定めた割合」とし、前項第１号中「１００分の２０」とあるのは「１００

分の２０を上限として市が定めた割合」とし、同項第２号中「１００分の３０」

とあるのは「１００分の３０を上限として市が定めた割合」とする。 

 （受託事業者の責務） 
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第７条 訪問型サービスＡに係る受託事業者は、次に掲げる事項を遵守しなけれ

ばならない。 

 ⑴ この事業を円滑に実施するため、必要な従事者を配置すること。 

⑵ 従事者に事業実施のための必要な研修を受講させること。 

⑶ 必要に応じて、利用者の日常生活全般の状況及び希望を踏まえて、事業の

目標、当該目標を達成するための具体的なサービスの内容、サービスの提供

の期間等を記載した計画を作成すること。 

⑷ 従事者の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行うこと。 

⑸ 事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めること。 

⑹ 事故発生時の対応を含めた安全管理体制を整備すること。 

⑺ 事業実施中に発生した事故等については、速やかに市に報告するとともに

受託事業者が責任をもって対処すること。 

⑻ 事業の趣旨に則った事業運営を行い、利用者が住み慣れた地域の中で、自

助努力に基づき生活できるよう、最大限の支援をすること。 

⑼ 地域包括支援センター又はその担当職員に対し、利用者に対して特定の事

業者によるサービスを利用させることの対償として、金品その他の財産上の

利益の供与を行わないこと。 

⑽ サービスの提供を求められたときは、その者の提示する被保険者証によっ

て、被保険者資格、要支援認定の有無及び有効期間並びに要支援者又は事業

対象者であるか否かを確かめること。 

⑾ 従業者に、その同居の家族である利用者に対してサービスの提供をさせな

いこと。 

   第３章 通所型サービスＡの事業に係る委託 

 （事業の内容） 

第８条 通所型サービスＡの事業の内容は、次に掲げるもののうち適切なケアマ

ネジメントに基づき必要と認められたものとする。 

⑴ 健康及び体調のチェック 

⑵ 体操、レクリエーション等介護予防に資する活動 

⑶ 日常生活上の世話（入浴、排せつ、食事等の介助を除く。） 

⑷ 送迎 

（利用回数等） 



第９条 通所型サービスＡの事業の利用回数は、１週あたり１回程度とする。 

２ 前項に規定する１回の利用に係る時間は、概ね３時間以上とする。 

（利用者負担額） 

第１０条 通所型サービスＡの事業の利用に係る利用者負担額は、基準要綱第２

１条の６第２項に定める額の１００分の１０に相当する額とする。 

２ 第６条第２項及び第３項の規定は、通所型サービスＡの事業の利用に係る利

用者負担額について準用する。 

 （受託事業者の責務） 

第１１条 通所型サービスＡに係る受託事業者は、次に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。 

⑴ この事業を円滑に実施するため、必要な従事者を配置すること。 

⑵ 必要に応じて、利用者の日常生活全般の状況及び希望を踏まえて、事業の

目標、当該目標を達成するための具体的なサービスの内容、サービスの提供

の期間等を記載した計画を作成すること。 

⑶ 事業を実施するために必要なスペースを確保すること。 

⑷ 従事者の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行なうこと。 

⑸ 事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めること。 

⑹ 事故発生時の対応を含めた安全管理体制を整備すること。 

⑺ 事業実施中に発生した事故等については、速やかに市に報告するとともに

受託事業者が責任をもって対処すること。 

⑻ 事業の趣旨に則って事業運営を行い、利用者が住み慣れた地域の中で、自

助努力に基づき生活できるよう、最大限の支援を行うこと。 

⑼ 地域包括支援センター又はその担当職員に対し、利用者に対して特定の事

業者によるサービスを利用させることの対償として、金品その他の財産上の

利益の供与を行わないこと。 

⑽ サービスの提供を求められたときは、その者の提示する被保険者証によっ

て、被保険者資格、要支援認定の有無及び有効期間並びに要支援者又は事業

対象者であるか否かを確かめること。 

   第４章 利用に係る手続等 

（申請） 
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第１２条 訪問型サービスＡ又は通所型サービスＡの利用をしようとする者（以

下「申請者」という。）は、八幡浜市【訪問型／通所型】サービスＡ事業利用

登録申請書（様式第１号）により、市長に申請するものとする。 

（決定等） 

第１３条 市長は、前条の規定により申請があったときは、速やかに調査を実施

し、登録の可否について決定しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定により登録を決定したときは、八幡浜市【訪問型／通所

型】サービスＡ事業利用登録決定通知書（様式第２号）により、登録資格がな

いと認めたときは、八幡浜市【訪問型／通所型】サービスＡ事業利用登録却下

通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。 

（届出） 

第１４条 訪問型サービスＡ又は通所型サービスＡを利用する者（以下「利用者」

という。）は、次に掲げる事項に変更があったときは、速やかに八幡浜市【訪

問型／通所型】サービスＡ事業利用者登録事項異動届（様式第４号）により市

長に届け出なければならない。 

⑴ 住所その他申請事項に変更があったとき。 

⑵ 訪問型サービスＡ又は通所型サービスＡの事業の対象者に該当しなくな

ったとき。 

（取消） 

第１５条 市長は、利用者が次に該当するときは、登録を取り消すことができる

ものとする。 

⑴ 虚偽の申請その他不正な手段により登録決定を受けたことが判明したと

き。 

⑵ 前条に規定する届出を怠ったことが判明したとき。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が不適当と認めたとき。 

 （利用者の責務） 

第１６条 訪問型サービスＡを利用する者（この条において「利用者」という。）

は、その事業の目的に沿った利用に努めるとともに、従業者の業務の遂行に協

力しなければならない。 

２ 市長は、利用者が前項の規定に違反していると認められるときは、利用者に

対して必要な是正措置を講じるよう求めることができる。 



３ 市長は、前項に規定する是正措置が講じられないときは、当該利用者に対す

る従事者の訪問を停止することができる。 

第１７条 通所型サービスＡを利用する者（次項において「利用者」という。）

は、予め決定された利用日に利用できないときは、速やかに当該受託事業者に

連絡しなければならない。 

２ 利用者は、設定した目標を達成するために最大限の自助努力を行わなければ

ならない。 

    第５章 雑則 

 （個人情報の保護） 

第１８条 受託事業者は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。委託

の期間が終了し、又は委託を解除した後も同様とする。 

 （再委託の禁止） 

第１９条 受託事業者は、当該受託した事業を第三者に再委託することはできな

い。ただし、第８条第４号に規定する送迎に係る事業については、この限りで

ない。 

 （委託の解消） 

第２０条 市長は、受託事業者がこの要綱の規定に反したとき又は受託事業者と

して適当でないと認めるときは、委託を解消することができる。 

 （関係との連携） 

第２１条 市長、地域包括支援センター及び受託事業者は、互いに連携し、事業

の効果的な実施を図るとともに、必要に応じて、かかりつけ医等の医療機関そ

の他関係機関と連携を図るものとする。 

 （委任） 

第２２条 この要綱に定めるもののほか、事業の実施に関して必要な事項は、市

長が別に定めるものとする。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公

布の日から施行する。 

（施行日前の準備行為） 



２ この要綱の規定は、施行の日以後における訪問型サービスＡ及び通所型サー

ビスＡの事業に係る委託の実施に関し必要な行為に限り、この要綱の施行前に

おいても、これらの規定の例により行うことができる。 

附 則（平成３１年３月２９日要綱第１７号） 

この要綱は、公布の日から施行し、この要綱による改正後の八幡浜市訪問型サ

ービスＡ及び通所型サービスＡの事業に係る委託及び利用に関する要綱（以下「新

要綱」という。）第６条第３項（第１０条第２項により準用する場合を含む。）

の規定は平成３０年７月１日から、新要綱第６条第２項（第１０条第２項により

準用する場合を含む。）の規定は同年８月１日から適用する。 

附 則（令和３年４月１日要綱第３３号） 

この要綱は、公布の日から施行する。 

附 則（令和６年５月１０日要綱第４８号） 

 この要綱は、公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 
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様式第１号（第１２条関係） 

（表） 

八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡ事業利用登録申請書 

 

年  月  日 

八幡浜市長      様 

                     住  所  

申請者 氏  名                

電話番号  

 

 八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡを利用したいので、次のとおり申請します。 

 

利 用 者 

住 所 八幡浜市 

氏 名   
性
別 

男 ・ 女 

生年月日     年   月   日  （    歳） 

希望する内容 

（訪問型の場合

に記入） 

 

医療機関 

（通所型の場合

に記入） 

医療機関名  

住 所 
 

電話（    ）   － 

緊急連絡先 

氏 名  

住 所 
 

電話（    ）   － 

備 考   

担当者確認欄 

（※） 
認定区分 

事業対象者 

要支援１ 

要支援２ 

負担割合 １割・２割・３割 

 

※ 担当者確認欄には、記入しないでください。 

 

添付書類 

⑴ 利用者基本情報他、利用者の基本的な情報が確認できるもの 

⑵ 介護予防ケアプラン（原案） 



（裏） 

 

 

八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡ事業について、事業にかかる説

明を受け、内容について納得した上で、事業を利用することに同意します。 

 

年   月   日 

 

 

申請者                

 

 



 

 

様式第２号（第１３条関係） 

 

八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡ事業利用登録決定通知書 

 

年  月  日  

         様 

八幡浜市長           

 

     年  月  日付けで申請のあった八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービス

Ａ事業の利用については、次のとおり決定したので通知します。 

 

利

用

者 

氏  名  

住  所 八幡浜市 

生年月日 
     年  月  日 

決

定

事

項 

対象サービス □ 訪問型サービスＡ □ 通所型サービスＡ 

利用開始年月日 年  月  日から 年  月  日から 

利用回数 

介護予防ケアプランに記載された利
用回数 

（１週あたり） 
１週あたり１回程度 

利用時間 

介護予防ケアプランに記載された利
用時間 

（１週あたり） 

 

サービスの内容 
介護予防ケアプランに記載された内

容 

介護予防ケアプランに記載された内

容 

費用負担割合 利用費用の １割・２割・３割 
利用費用の １割・２割・３割 

（実費負担分を除く） 

備

考 

 



 

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡ事業利用登録却下通知書 

 

年  月  日  

 

         様 

 

八幡浜市長           

 

 

     年  月  日付けで申請のあった八幡浜市【 訪問型／通所型 】

サービスＡ事業の利用については、次のとおり決定したので通知します。 

 

 

 

  却下の理由 



 

 

様式第４号（第１４条関係） 

 

八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡ事業利用者登録事項異動届 

 

年  月  日 

八幡浜市長    様 

                     住  所        

申請者 氏  名             

電話番号              

 

八幡浜市【 訪問型／通所型 】サービスＡ事業の利用者登録事項について、下記のと

おり異動が生じたので、届出をします。 

 

利
用
者 

氏 名   

住 所 
八幡浜市 

生 年 月 日       年  月  日 

異 動 年 月 日       年  月  日 

異

動

事

項 
住 所 変 更 

（旧） 

（新） 

そ の 他 

（旧） 

（新） 

対象者に該当しなく

なった場合、その理由 

 

 


